
３ 報告 

   全国水産試験場長会会長(宮崎県水産試験場長) 大村 英二 

 

まず、報告事項の（1）令和５年度の活動結果と令和６年度の活動計画について、資

料１により報告いたします。 

 

【令和５年度活動結果（資料１）】 

令和５年度の主な活動実績ですが、幹事以外の会員の皆様には場長会の活動がイメー

ジしにくいかもしれませんので、１年間の流れを時系列で説明させていただきます。 

（1）の令和５年度の第１回三役会等の開催は、次の（2）の水産庁主催の第１回地域

水産試験研究振興協議会の開催前に、三役会、海面部会・内水面部会、幹事会を開催し

たものです。（2）の第１回地域水産試験研究振興協議会では、前年度に提出した「令和

５年度地域の抱える懸案事項について」の水産庁からの回答に対し、関係者にて意見交

換をしたものでございます。（3）の関係機関・団体等訪問につきましては、例年、地域

水産試験研究等促進奨励会へ三役で訪問したものでございます。（4）の表彰審査委員会

等でございますが、これは全国大会の開催に向け、表彰審査委員会、海面部会・内水面

部会、幹事会を開催したものです。また、両部会及び幹事会では「令和６年度地域の抱

える懸案事項について」の課題を各ブロックから集約し、そのとりまとめ方針について

検討したものでございます。（5）の第 64 回全国内水面漁業振興大会には、内水面部会

長が代表として参加をいたしております。（6）の全国養鯉振興協議会主催の全国食用鯉

品評会では全国水産試験場長会から後援と表彰をしたものでございまして、福島県内水

面水産試験場長に代理出席していただいたものでございます。（7）と（8）は、11 月に

鹿児島県で開催いたしました全国大会と、これに併せて開催した三役会です。全国大会

では優秀業績の表彰や、地域の水産業や試験研究についての情報交換、意見交換を行っ

たものでございます。（9）の令和５年度水産工学関係研究開発推進会議と（10）令和５

年度開発調査推進会議につきましては、水産研究・教育機構主催の会議でございまして、

これに場長会として出席しております。（11）の第３回幹事会の開催についてですが、

ここでは引き継ぎも兼ねて次年度の幹事にもご出席いただいております。（12）は「令

和６年度地域の抱える懸案事項に関する提案・要望書」を水産庁及び水研機構へ提出し

たものでございます。内容については次の報告事項で説明いたします。（13）令和５年

度全国水産業関係研究開発推進会議と（14）令和５年度第２回地域水産試験研究振興協

議会につきましては、三役、ブロック幹事、次期就任幹事が出席し、意見交換を行った

ところでございます。最後の（15）全国青年・女性漁業者交流大会は、この交流大会に

おいて場長会会長賞を授与したものでございます。 

その他の取組・活動としましても、各種委員会への出席や、また令和４年度から始ま

った「日本水産学会誌 水産研究のフロントから」への連載については、全国の会員の

-15-



皆様に交代で寄稿いただいているところです。今後も引き続きよろしくお願いしたいと

思います。 

以上が、令和５年度の活動結果となります。 

 

【令和６年度活動方針・活動状況（資料１）】 

つづきまして、令和６年度の活動方針と計画、活動状況について報告いたします。今

年度も全国水産試験場長会規約第５条の規定に基づきまして記載のとおりの活動方針

により、取り組んでいるところでございます。 

活動計画と活動状況を次のページに示しておりますが、本日の全国大会まで、ほぼ例

年どおりに活動を行っているところでございます。 

（6）の三役会は本日の午前中に開催しまして、令和７年度地域の抱える懸案事項の

内容と文面の調整を進めているところでございます。 

（7）以降が今後の話しになりますけれど、(7)が本日の全国大会となります。 

（8）～（13）は今後の会議等の予定で、例年どおりの計画となっておりますので、

詳細な説明は割愛させていただきます。 

 

【国への提案・要望「地域の抱える懸案事項」等】 

次に、報告事項の（2）国への提案・要望「地域の抱える懸案事項」等について報告

いたします。令和６年度の提案・要望は、資料２のとおり令和６年２月に水産庁と水研

機構に提出しており、会員の皆様には各ブロックの幹事を通じて既に資料を配布してお

ります。また、過去の提案・要望も含めて、全国水産試験場長会のホームページで公表

しております。令和６年度の提案要望としましては、制度設計課題で４課題、研究・技

術開発課題で４課題を提出いたしました。 

研究・技術開発課題については、令和６年２月に水研機構から、また制度設計課題に

ついては今年度６月に水産庁からご回答をいただきまして、これらについても既に各ブ

ロック幹事を通じて会員の皆様にお知らせしたところですので、ここでの詳細な説明は

省略させていただきます。 

今後の予定ですが、現在、取りまとめ中の「令和７年度の提案・要望書」を来年２月

上旬を目途に完成させ、水産庁、水研機構へ正式に提出いたしたいと考えております。

その後、２月 18 日の水研機構主催の全国水産業関係研究開発推進会議および、19 日の

水産庁主催の地域水産試験研究振興協議会において、提案・要望内容についての意見交

換を行う予定でございます。これらの一連の会議には、今年度の三役・幹事とともに、

オブザーバーとして次期幹事も同席していただくことになっておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 以上で報告を終わります。 
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令和5年度の活動結果について 

 
（１）令和5年度第1回三役会、海面部会・内水面部会、幹事会の開催 

（R５．6月19日）三役、ブロック幹事出席 

○令和5年度活動方針案及び活動計画案について 

○地域水産試験研究振興協議会での協議事項について ほか 

 

（２）令和5年度第1回地域水産試験研究振興協議会出席（水産庁主催） 

   （R5．6月20日）三役、ブロック幹事出席 

○令和５年度地域の抱える懸案事項について ほか 

 

（３）関係機関・団体等訪問（R5．６月20日）三役対応 

○訪問先：地域水産試験研究等促進奨励会 

 

（４）令和5年度表彰審査委員会、第2回海面部会・内水面部会、第2回幹事会

の開催（R5．10月３日～４日）三役、ブロック幹事出席 

○表彰審査委員会の結果について 

○令和６年度地域の抱える懸案事項について  

○全国大会について ほか 

 

（５）第６４回全国内水面漁業振興大会に参加(群馬県) （Ｒ５．１０月１２日） 

   内水面部会長(副会長）対応 

 

（６）全国養鯉振興協議会主催全国食用鯉品評会での場長会賞表彰 

   （R5．11月６日）福島県内水面水産試験場から代理出席 

 

（７）令和5年度第2回三役会の開催（鹿児島県）（R5．11月16日） 

○令和6年度地域の抱える懸案事項の検討 ほか 

 

（８）令和5年度全国大会の開催（鹿児島県）（R5．11月16日～17日） 

○活動報告 

○話題提供 

 鹿児島県における水産業と研究業務について 

○会長賞表彰 

①「閉鎖性海域における冬季の中層貧酸素発生機構の解明」 

−二枚貝養殖の被害防止に向けて− 

京都府農林水産技術センター海洋センター・研究部 副主査 舩越 裕紀 

②「愛知県海域におけるアサリ資源の減少要因と回復策に関する研究」 

愛知県水産試験場 漁業生産研究所 主任研究員 日比野 学 
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③「ミズワタクチビルケイソウの殺藻方法」 

長野県水産試験場諏訪支場 支場長 川之辺 素一 

○現地意見交換会（枕崎漁協・関連施設） ほか 

 

（９）令和5年度水産工学関係研究開発推進会議出席 

（水産研究・教育機構主催）（R5．１２月１３日） 

会長、参加希望会員対応 

 

（10）令和５年度開発調査推進会議出席（水産研究・教育機構主催） 

（R６．2月９日）会長、参加希望会員対応 

 

（11）令和5年度第３回幹事会の開催（R６．２月１４日） 

三役、ブロック幹事、次期就任幹事 

 

（12）令和6年度地域の抱える懸案事項に関する提案・要望書提出  

   （R６．２月）三役対応 

○水産庁、国立研究開発法人水産研究・教育機構へ提出 

 

（13）令和５年度全国水産業関係研究開発推進会議出席 

（水産研究・教育機構主催）（R６．2月15日） 

三役、ブロック幹事、次期新規就任幹事 

 

（14）令和５年度第２回地域水産試験研究振興協議会出席（水産庁主催） 

   （R６．２月16日）三役、ブロック幹事、次期新規就任幹事 

 

（15）全国青年・女性漁業者交流大会での場長会会長賞の授与 

（R６．３月６日～７日） 

会長対応 

 

※その他水産庁、水産研究・教育機構等からの各種協力依頼に随時対応 

・水産研究・教育機構機関評価委員会（水産研究・教育機構主催） 

・水産工学関係研究開発推進会議（水産研究・教育機構主催） 

・水産研究・技術開発戦略検討委員会（水産庁増殖推進部主催） 

・日本水産学会誌「水産研究のフロントから」寄稿連載（今年度分） 

    89(3) 宮崎県水産試験場 

    89(4) 富山県農林水産総合技術センター水産研究所 

   89(5) 鳥取県水産試験場、鳥取県栽培漁業センター 

   89(6) 茨城県水産試験場 
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   90(1) 三重県水産研究所 

   90(2) 青森県地方独立行政法人青森県産業技術センター水産総合研究所、

内水面研究所、食品総合研究所、下北ブランド研究所 
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令和６年度の活動方針・活動計画について 
 

【令和６年度の活動方針】 
 

全国水産試験場長会では、全国水産試験場長会規約第５条の規定に基づき、

令和６年度に下記の活動に取り組むものとする。 

 

記 

 
１ 会員間の緊密な連携と情報交換の促進       

 

２ 関係する他機関等との情報交換、意見交換の促進     

 

３ 制度設計課題、技術課題のとりまとめ及び関係機関への要望活動など 

 

４ 地域水産試験研究振興協議会、全国水産業関係研究開発推進会議への参加及び

意見提起など 

 

５ 新しい資源管理に対応するための関係団体等との協議・要望活動など   

 

６ 全国大会の開催（ＰＲ活動含む）                            

 

７ 優秀研究業績の表彰に係る審査、決定、公表など              

 

８ 会や会員の活動内容、研究成果などの情報発信及びＰＲなど    

   

９ 上記の目的を達成するための、幹事会、部会、三役会の開催  
 

（参考） 全国水産試験場長会規約抜粋  
（事業） 

第５条 本会の目的達成のため、次の事業を行う。 

(1)会員間及び本会に関係する他機関との情報交換  

(2)中央の関係機関への要望及び提言       

(3)全国大会の開催   

(4)優秀研究業績の表彰   

(5)会報の発信 

(6)その他第３条の目的を達成するために必要な事業 
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【令和６年度の活動計画と活動状況】 

 
（１）令和６年度第1回三役会、海面部会・内水面部会、幹事会の開催 

（R６．6月２６日）三役、ブロック幹事出席 

○令和６年度活動方針案及び活動計画案について 

○地域水産試験研究振興協議会での協議事項について ほか 

 

（２）令和６年度第1回地域水産試験研究振興協議会出席（水産庁主催） 

   （R６．6月２７日）三役、ブロック幹事出席 

○令和６年度地域の抱える懸案事項について ほか 

 

（３）関係機関・団体等訪問（R6．６月２７日） 

○訪問先：地域水産試験研究等促進奨励会 会長対応 

 

（４）令和６年度表彰審査委員会の開催（R６．10月４日 WEB会議）審査委員、

推薦ブロック幹事等出席 

○優秀研究業績表彰候補の説明と審査 

 

 

（５）第2回海面部会・内水面部会、第2回幹事会の開催（R６．10月１７日）

三役、ブロック幹事出席 

○表彰審査委員会の結果について 

○全国大会について 

○令和７年度地域の抱える懸案事項について ほか 

 

（６）令和６年度第2回三役会の開催（長野県）（R６．11月７日） 

○令和７年度地域の抱える懸案事項の検討 ほか 

 

（７）令和６年度全国大会の開催（長野県）（R６．11月７日～８日） 

○活動報告 

○話題提供 

○会長賞表彰 

○現地意見交換会 ほか 

    

（８）全国養鯉振興協議会主催全国食用鯉品評会での場長会賞表彰 

   （R６．11月１１日）福島県内水面水産試験場から代理出席 

 

（９）第６５回全国内水面漁業振興大会（宮城県） （Ｒ６．１１月１４日） 

   内水面部会長（副会長）対応 
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（９）令和６年度第３回幹事会の開催（R７．２月１７日予定） 

三役、ブロック幹事、次期就任幹事 

 

（10）令和7年度地域の抱える懸案事項に関する提案・要望書提出  

   （R７．２月頃）三役対応 

○水産庁、国立研究開発法人水産研究・教育機構へ提出 

 

（11）令和6年度全国水産業関係研究開発推進会議出席 

（水産研究・教育機構主催）（R７．2月１８日予定） 

三役、ブロック幹事、次期新規就任幹事 

 

（12）令和6年度第２回地域水産試験研究振興協議会出席（水産庁主催） 

   （R７．２月１９日予定）三役、ブロック幹事、次期新規就任幹事 

 

（13）全国青年・女性漁業者交流大会での場長会会長賞の授与 

（R7．３月頃） 

 

※その他水産庁、水産研究・教育機構等からの各種協力依頼に随時対応 

・水産庁 

・水産研究・教育機構機関評価委員会（水産研究・教育機構主催） 

・水産工学関係研究開発推進会議（水産研究・教育機構主催） 

・開発調査推進会議（水産研究・教育機構主催） 

・水産増殖懇話会（日本水産学会主催、特別幹事が担当） 

・水産研究・技術開発戦略検討委員会（水産庁増殖推進部主催） 

・日本水産学会誌「水産研究のフロントから」寄稿連載（今年度分 

   ９０(3) 福岡県水産海洋技術センター 

    ９０(4) 島根県水産技術センター  

   ９０(5) 石川県水産総合センター  

   ９０(6) 栃木県水産試験場  

   9１(1)  滋賀県水産試験場 

     9１(2)   岩手県水産技術センター 
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水産庁長官 森 健 様 

 
 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 

  理事長    中山 一郎 様 
 
 

 

 

令和６年度 

地域の抱える懸案事項に関する 

提案・要望書 
 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月 

全国水産試験場長会 
 

 

 

 

資料２ 
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地域における水産試験研究の推進につきまして、日頃より格別の御

指導、御支援を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、現在、我が国の水産業が直面している課題は、漁業法改正に

伴う新たな資源管理システムへの対応、地球温暖化などの気候変動に

よる海洋・内水面水域の環境変化、これまでとは異なる赤潮の大規模

発生、疾病被害の拡大や新規疾病への対応、東日本大震災からの復興

と原子力発電所の事故に伴う水産物の安全対策や輸出・風評対策に加

え、ウクライナや中東の情勢による様々な影響など、多様化するとと

もに年々厳しさを増しております。 

全国水産試験場長会では、会員が密接に連携し、これら課題に対応す

べく調査・研究に努めているところですが、国の行政並びに研究機関の

御理解と御協力がなければ解決が困難な課題もあることから、会員総意

のもとに「令和 6年度地域の抱える懸案事項に関する提案・要望書」を

取りまとめました。 

本提案・要望書の内容につきましては、我が国の水産業の持続的な発

展と成長産業化に不可欠なものであります。水産庁並びに国立研究開発

法人水産研究・教育機構におかれましては、令和６年度以降の政府施策

の決定や予算編成などにおいて、次項の提案・要望項目について特段の

御高配を賜りますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、本年１月１日に発生した令和６年能登半島地

震により被災された皆様にお見舞い申し上げますとともに、一日も早い

復旧･復興を願っております。 

令和６年２月 

全国水産試験場長会 
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全国水産試験場長会からの提案要望は、毎年、水産庁と水産研究・教育機

構に提出後に、全国水産試験場長会ホームページでも「提言」として公表して

います。 

 

「提言」  

http://www.fishexp.hro.or.jp/cont/jochokai/proposition/n0e70g000000034a.html  

 

 

「令和６年度地域の抱える懸案事項に関する提案・要望書」では、以下の大

項目に含まれる個々の課題について提案・要望しました。  

 

【制度設計課題】  

○国・地方が一体となって進める資源管理体制の強化  

○東日本大震災及び原発事故に起因する課題に対応した研究及び調査の推進  

○養殖業の成長産業化のために解決すべき課題  

○内水面漁業資源の回復に向けた取組の推進  

 

【研究･技術開発課題】  

○水域環境の変化や気候変動等がもたらす漁業への影響  

○放射性物質による淡水魚類等への影響に関する調査・研究の継続及び対策

のための技術開発  

○重要な漁獲対象種や養殖対象藻類への食害対策の強化  

○天然アユ源の減少要因の解明  
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